
市議会だよりおおむら市議会だよりおおむら19 18

各議員が通告した質問項目は以下のとおりです。

○大崎　敏明
中地区公民館の移転建て替え／大村湾沿岸清掃におけ
るアオサの処理／馬場先海岸への海の駅の設置／ベトナ
ムとの交流事業／他
○神近　寛
学校給食のアレルギー対応食の拡充・学校給食の恩恵を
受けられない家庭への代替策／学校へのエアコン設置／
ロタウイルスワクチン助成／市内業者が受注できる入札
制度／市民会館の早期建設／他
○村上　信行
長崎街道を初心者でも親しめる案内標識の整備を／住宅
リフォーム助成の復活で中小建築業界の育成を／他
○小林　史政
九州新幹線長崎ルートの今後／全国学力テスト／選挙権
の年齢引き下げから１年経過後の状況等／保育行政／他
○水上　享
市庁舎建設／防災行政無線／地域連携ポイント事業／
チームラボ光のアート開催の経済効果／住宅リフォーム
支援事業／待機児童解消に向けた取り組み／ラジオ体操
で健康都市大村を／他
○岩永　愼太郎
「海フェスタ大村湾」事業の推進と今後の取り組み／新幹
線新駅周辺整備計画の進捗状況／認定こども園及び保
育施設の整備計画／本市のマダニの生息状況と予防策
／他
○宮田　真美
高齢者タクシー券の支給／国保税の引き下げ／小・中学
校へのエアコン設置／新幹線長崎ルートへのＦＧＴ導入断
念に対する本市の受け止めと事業計画の方向性
○野島　進吾
保育所・こども園の施設整備に関する具体的施策／大村
湾ＺＥＫＫＥＩライドの進捗状況と安全対策／おおむら地域
連携ポイント事業／今後の観光事業の計画／他
○朝長　英美
チームラボによる観光振興／ふるさと納税／農産物の振
興／耕作放棄地／固定資産税・収納／介護保険／市民会
館建設／児童虐待
○伊川　京子
新市庁舎建設計画／県立・市立一体型図書館／大村弁で
ラジオ体操／潜在保育士の把握と就職への働きかけ／他
○田中　秀和
バスターミナルビルの現状と市の責任と積極的な関わり
／中心市街地複合ビルの現状と地域包括ケア体制／長
崎空港24時間体制と市民のつばさの計画／第７期介護
保険事業計画と特定施設の検討・介護度の長期認定と保
険会計における事務的経費の削減／他
○山口　弘宣
鳥獣被害対策補助事業の現状維持／農産物のブランド

化・６次産業化・農商工連携の取り組み／遊休農地の課税
強化への取り組み／市役所窓口対応の改善／水道料金
値上げ後の状況／水道管の老朽管更新の状況／他
○中瀬　昭隆
防災、国防訓練／大村公園光のイベント／消防訓練場兼
の屋根付き運動場／大村湾架橋と藩政時代の経済活動
の活用／竹松遺跡等からの出土品／武雄市の教育改革
／市民が集える場所、子供食堂／地場産品支援／他
○城　幸太郎
チームラボの成果、検証／農業経営室の今後の目標、方
向性／大村市市民いきいき助成金の採択方法及び助成
金の増額／小中学校普通教室へのエアコン設置／おおむ
ら・あまみ国際学生映画祭の後援／他
○廣瀬　政和
特定健診受診率の向上／重症心身障害児（者）への対応
／防災訓練の成果・タイムライン・避難場所の再検討／特
産品の開発／諫早市との連携／他
○永尾　髙宣
大村工業高等学校を、公立工業高等学校では九州初とな
る併設型中高一貫校とすること／大村市に経済波及効果、
雇用効果、生産誘発効果が多大な大学の誘致／姉妹都市
であるサンカルロス市とのさらなる交流／他
○村上　秀明
大村市北部地域の活性化／職員の採用状況／大村市総
合運動公園／大村公園で開催されたチームラボによるイ
ベント／道の駅「長崎街道鈴田峠」の現状と今後の見通し
／他
○村崎　浩史
仙北市との共催事業／ボート事業の利益の活用とこども
夢基金のあり方／西大村出張所の建て替え／校区の見
直し／プログラミング教育への対応とチームラボとの連
携／他
○山北　正久
副市長２人制の導入／職員増員の問題／新市庁舎工事
に係る地元発注／中地区公民館の移転問題／福祉サー
ビス相談窓口の一元化／ハザードマップの改訂／女性消
防団員支援策／障がい者就労支援／ジュニア救命士の
養成／他
○北村　貴寿
被扶養者の健康診断／男性職員の育児休暇の取得状況
／「ファミサポ」／ＡＬＴ等を生かした「特色ある教育」／特
別支援教育支援員養成講座／戦争遺跡「掩体壕」の保全
と活用／他
○田中　博文
アレルギー対応の非常食を常備する必要性／地域防災の
取り組みとして、避難済み合図布の活用／ノラえもん救援
募金箱の設置とふるさと納税の活用／原爆展の県内外の
全自治体での開催／他

山北　正久 議員

　戦後72年を迎え、当時を知る被爆者の方々の高齢化
に伴い、語り部の減少と後継者不足が深刻な問題と
なっている。特に戦後生まれで戦争の悲惨さを知らな
い世代に、平和の尊さを理解させるには、ぜひとも原
爆展の開催が急がれるところである。被爆体験の継承
と平和意識の高揚のため、これまでにない規模の原爆
展の開催を提案するがどうか。

田中　博文 議員

「働き方改革」で職員の増員は
急務である

県内外全ての自治体での
原爆展開催を目指す

答

　園田市長が市長となって、３度目の予算編成を迎え
る。平成30年度予算編成に向けて、市長はどのような
方針で臨まれているのか。また、具体的にどのような
分野で、どのような新規事業を検討しているのか。
また、新規事業（案）を議会に示す時期はいつごろに
なるのか。

　国や県の事務事業が権限移譲され、市の行政事務は
肥大化し、部署によっては残業が常態化している。平
成28年度決算資料によると、職員493人で、残業時間
は11万870時間、職員一人当たりの月平均残業時間は
20時間である。この実態は、国が提唱する「働き方改
革」に逆行しているため、職員の増員は急務と考える
がどうか。

村崎　浩史 議員

平成30年度予算編成に
向けた市長の考えは？

　原爆展の開催については、市で用意でき
る展示材料等が限られているため、日本非

核宣言自治体協議会や被爆被災地である長崎市等
との協議が必要になると
考えている。今後、原爆
展の開催時期のタイミン
グや場所等も含め、検討
したい。

答答 　平成30年度予算編成に向けては、本市
の将来設計図を示す大村市総合計画に掲げ

る「しあわせ実感都市おおむら」の実現に向けた
取り組みを指示している。現在、各課からの新年
度の重点事業の提案を受け、採択に向け検討して
いる。なお、新規事業については、適当な時期に
議会に説明する機会を設けることは重要と考えて
いる。

　市職員の人員については、重点施策等の
担当部署にしっかりと配置する。また、ス

トレスチェックの結果から、人員不足が判明して
いるため、現行の職員定数
の枠内で業務の見直しを行
うが、それでも不足する場
合は、職員定数条例の改正
を提案したい。
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